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経済建設委員会資料

令和8年3月9日提出

公営企業会計

令和８年度

飯塚市水道事業会計予算

資料１



 第2の財布

資本的収支

（投資費用）

 第１の財布（赤字・黒字の判断）

収益的収支

（維持管理費用）

内部留保資金等

（貯金）

 第3の財布

公営企業会計予算の仕組み
※３つの財布について

2

赤字
補てん

純利益

不足分
補てん

Or

ある程度余裕がないと
安定した経営ができない

＊企業の経営成績を計算する「損益取引」
（効果が当年度のみに及ぶ）

＊設備投資や資金調達などの投下資本の増減
に関する「資本取引」
（効果が来年度以降将来の収益に及ぶ）
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令和８年度当初予算の説明
１ 水道事業会計
1－1 水道事業の推移

○年間総給水量、給水戸数の推移

12,460,822 12,250,728 12,142,058 12,117,875 12,212,590 11,973,427 
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令和８年度当初予算の説明
１ 水道事業会計
1－2 収益的収支：第1の財布（税込） ※予算書ベース

料金収入

（単位：億円）

動力・薬品費

人件費 支払利息

その他費用 減価償却費

※長期前受金戻入･･･補助金をもらって取得した固定資産の減価償却費のうち補助金相当分

収入合計 27.8億円

支出合計 26.1億円

差 引 1.7億円

純利益 0.7億円
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内部留保資金等：第3の財布へ積立
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令和８年度当初予算の説明
1 水道事業会計
1－3 収益的収支の対前年度比較

予算費目 R8予算 R7予算 増減 備考

収入合計 2,782,733 2,857,003 △74,270

料金収入 2,537,173 2,589,655 △52,482

その他収入 86,242 103,596 △17,354 受託工事収益の減

長期前受金戻入 159,318 163,752 △4,434

支出合計 2,606,903 2,686,445 △79,542

人件費 140,354 140,550 △196

動力・薬品費 294,923 290,575 4,348

支払利息 120,745 115,431 5,314

その他費用 1,068,837 1,132,689 △63,852 委託料、工事請負費の減

減価償却費 982,044 1,007,200 △25,156

（単位：千円）
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5.5 0.6支出

収入

企業債

（単位：億円）

その他支出

浄配水施設整備事業費

改良事業費

新設事業費

収入合計 9.5億円

支出合計 19.2億円

差 引 △9.7億円

企業債償還金

令和８年度当初予算の説明
１ 水道事業会計
1－4 資本的収支：第2の財布（税込）

内部留保資金等：第3の財布から補てん納付金・負担金等

補助金
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令和８年度当初予算の説明
１ 水道事業会計
1－5 資本的収支の対前年度比較

予算費目 R8予算 R7予算 増減 備考

収入合計 951,652 984,002 △32,350

企業債 655,800 522,000 133,800

補助金 71,211 185,639 △114,428

納付金・負担金等 224,641 276,363 △51,722

支出合計 1,925,777 2,223,977 △298,200

改良事業費 1,065,196 1,304,682 △239,486 改良工事請負費の減

新設事業費 39,486 68,013 △28,527 固定資産購入費の減

浄配水施設整備事業費 209,302 262,472 △53,170
浄配水施設整備工事請負費
の減

企業債償還金 553,547 530,928 22,619

その他支出 58,246 57,882 364

（単位：千円）
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令和８年度当初予算の説明
１ 水道事業会計
1－6 内部留保資金等、企業債残高及び当期純利益（損失）の推移

（単位：億円）

年度 R3 R4 R5 R6 R７見込 R８当初

内部留保
資金等

収益的収支 1.6 5.5 4.6 4.8 3.8 4.5

資本的収支 11.8 11.4 14.3 16.8 14.9 15.8

企業債残高 83.0 83.1 83.6 83.9 85.3 86.3

当期純利益（損失） △ 1.2 3.9 2.1 2.3 0.8 0.7

〔参考〕経営戦略
R8計画値
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令和８年度当初予算の説明
１ 水道事業会計
1－7 令和８年度の主な事業

※【 】…水道事業ビジョンに掲げる水道の理想像
「安全」「強靭」「持続」

《収益的収支》
【安全・持続】
・水道施設運転管理及び料金収納等業務委託 ５億9,059万円

【持続】
・ 給配水管緊急修繕委託 8,180万円

《資本的収支》
【強靭】
・大分～馬敷地区配水管布設替工事 5,174万円
・長尾～内野地区配水管布設替工事 5,153万円
・太郎丸～平恒地区配水管布設替工事 5,105万円
・鯰田共同及び岩崎浄水場集中監視装置等改良工事 ２億5,186万円
（R７～R９の継続費）

・内野浄水場制御盤改良工事 7,562万円
・明星寺浄水場急速ろ過池改良工事 6,500万円
・津原導水管布設替工事 2億931万円


